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長の岩倉 博文氏、北海道経済部長の辻 泰弘氏、神戸
大学名誉教授の黒田 勝彦氏、苫小牧商工会議所会頭
の藤田 博章氏、女性みなとまちづくり苫小牧代表の
大西 育子氏の 6 名の方が参加され、「苫小牧港の未来
戦略」をテーマに討論がなされました。
　それぞれの立場から、苫小牧港の 50 年を振り返り
思いを述べられた後に、今後の展開に向けて、岩倉市
長から「市民と一体となって、50 年先の苫小牧港に
向け、いろんなチャレンジをしていきたい。ロジスティ
クスの具体的な展開が港湾・まちづくりのポイント」、
辻部長から「北極海航路の活用で欧州が近づき、苫小
牧港を拠点に自動車部品や農産品などグローバルな展
開が期待できる」、黒田教授から「都市が持つ地理的
優位性として、千歳と苫小牧の鉄道沿い中間地点に、
港と空港貨物をにらんだ物流センターを整備」、藤田
会頭から「今後も苫小牧港への企業誘致に貢献したい。
ご当地ソングのない苫小牧に港町ブルースができるこ
とを期待」、大西代表からは「ホッキ貝など今地元に
あるものを活用し、できることから地域の活性化を
図ってはどうか。」とのご提案がありました。
　最後に、小磯コーディネーターから「世界の潮流は
北方圏にあり、アジアの中の苫小牧港が持つ地理的優
位性をどう都市戦略に生かすかが求められる。」と述
べられ、シンポジウムが終了しました。
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二氏北海道大学公共政策大学院特任教授

●略　歴
1972 年	 京都大学法学部卒業
同	 年	 北海道開発庁（現国土交通省）入庁

1999年	 釧路公立大学　教授
同	 年	 釧路公立大学地域経済研究センター長　就任

2008年	 釧路公立大学　学長
2012年	 北海道大学公共政策大学院特任教授　現在に至る

　著書は、『地域自立の産業政策』（イマジン出版）、『戦後北海

道開発の軌跡』（共著、一般財団法人北海道開発協会）など
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弘氏北海道経済部長

●略　歴
1978 年	 東京都立大学経済学部卒業

同	 年	 北海道職員採用
2000年	 宗谷支庁地域政策部地域政策課長

2003年	 北海道経済部産業政策推進室主幹

2004年	 札幌医科大学事務局企画課長

2007年	 北海道経済部商工局産業振興課長

2009年	 北海道経済部商工局次長

2010年	 北海道経済部次長
2011年	 株式会社苫東代表取締役社長

2013年	 北海道経済部長　現在に至る
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章氏苫小牧商工会議所　会頭

●略　歴
1964 年	 慶應義塾大学法学部　卒業

1978年	 	株式会社フジタコーポレーション

	 	 代表取締役社長　就任
2002年	 フジタ産業株式会社　取締役会長　就任

2006年	 苫小牧商工会議所会頭　就任

同	 年	 	苫小牧港湾振興会会長、

	 	 北海道港湾振興団体連合会会長　就任　現在に至る
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文氏苫小牧市長

●略　歴
1972 年	

立教大学経済学部経営学科卒業

1974年	
	岩倉組土建㈱入社

	 	
※昭和 64年 1月岩倉建設㈱へ社名変更

1989年	
日本青年会議所　副会頭

1993年	
岩倉建設㈱取締役

2000年～ 2003 年	 衆議院議員
2003年	

岩倉建設㈱顧問

2006年	
苫小牧市長　現在に至る
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彦氏神戸大学　名誉教授国土交通省交通政策審議会港湾
分科会会長

●略　歴
1966 年	 京都大学工学部土木工学科卒業

1973年	 京都大学　工学博士
1974年	 京都大学助教授
1991年	 熊本大学工学部教授
1993年	 神戸大学工学部教授
2002年	 中華人民共和国大連海事大学　永久客員教授

2005年	 国土交通省交通政策審議会港湾分科会会長

2006年	 神戸大学名誉教授
同	 年	 神戸市立工業高等専門学校　校長

2011年	 神戸港埠頭株式会社　監査役　現在に至る

　著者は、「土木工学概論（共著）」共立出版、1998年

「変貌するアジアの交通・物流（編著）」技報堂出版、2010年など

パネリスト

大
お お に し

西 育
い く こ

子氏女性みなと街づくり苫小牧　代表
●略　歴
2003 年	 女性みなと街づくり苫小牧　設立

2006年	 	北海道みなとまちづくり女性ネットワーク　会長　

就任　現在に至る
2009年	 みなとまちづくりマイスター　認定
　未来を担う子供達と共に歩く目線で、街から港へ「みなとウ

オーク」、「幼稚園児によるみなと写生会」、「みなと絵画展」、「ポー

トウオッチング」、「港にぎわい創出花いっぱい活動」等々に取り

組む
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演　題
世界の港湾の戦略変化と日本井

い の う え

上 聰
さ と し

史氏　政策研究大学院大学客員教授

●略　歴
1968 年	 東京大学工学部卒業
	同	 年	 運輸省入省
1977年	 米国ワシントン大学工学部修士課程　終了

1990年	 北九州市港湾局長
1992年	 東京大学工学博士
1993年	 運輸省港湾局環境整備課長

1995年	 運輸省港湾局開発課長
1997年	 運輸省第四港湾建設局長

1999年	 国際港湾協会事務総長
	同	 年	 ( 財 ) 国際港湾協会協力財団理事長

2009年	 国際港湾協会事務総長退職、同名誉事務総長及び同財団顧問

2010年	 政策研究大学院大学客員教授　現在に至る

●表　彰
1986 年	 日本港湾協会論文賞
2007年	 土木学会国際貢献賞	●著書等

「変貌する世界の港湾」国際東アジア研究センター、2010年

「国際ロジスティクス産業ゾーンの開発－新たな貿易立国をめざして」港湾、2010

「サプライチェーン時代における港湾の経営－公企業化の戦略的意義と枠組み」運輸政策研究、2013など

ザ・シンポジウムみなと in 苫小牧 テーマ開港50年〜未来を拓く苫小牧港〜
〜苫小牧港の歴史を振り返り今後の戦略を考える〜

　『「ザ・シンポジウムみなと」は、地域の発展の核となる港湾について、様々な立場から

見た北海道港湾の将来の方向に関する意見を紹介していただき、道民の方々に港湾の重要

性や必要性を理解していただくとともに、広く港湾をPRすることを目的としてこれまで

道内主要港湾所在地において開催してきました。

　平成 25年度は苫小牧市において開催し、開港 50周年

を迎える苫小牧港の歴史を振り返り、先人たちの功績や

港湾が果たしてきた役割を広く周知するとともに、国際

物流の動向に迅速に対応する国際拠点港湾として新たな

価値や魅力の創出を目指し、苫小牧港の未来を自ら切り

拓く意識と発信力を高める契機としていただきます。』
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